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い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

1
i米
国
資
本
主
義
に
お
け
る
内
部
金
融
i

1

は

し

ヵ:

ご発
」

第
二
次
大
戦
後
発
生
L
た
弁
護
論
に
は
所
得
革
命
論
、
独
占
弱
化
論
、

株
式
民
主
岱
論
、
経
営
者
平
命
論
、
内
部
金
融
論
、
と
沢
山
の
種
類
が
あ

り
、
論
理
的
に
必
子
し
も
一
致
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
そ
り
主
要
な

帖
徴
は

w-
ナ

v
九けん、

M

プ
デ
ル
マ
ハ
対
の
例
外
を
除
き
、
彼
ら
が
必

ず
し
も
巨
大
企
業
が
存
在
し
て
全
国
経
済
に
圧
倒
的
な
支
配
力
を
及
ぼ
し
、

管
理
価
格
で
両
利
淵
を
え
て
い
る
事
を
否
定
し
な
い
と
い
(
円
唱
で
あ
る
。

従
っ
て
彼
ら
で
す
ら
回
大
会
社
の
集
中
率
と
か
、
二
百
大
会
社
の
経
済
的

比
重
と
か
を
算
出
し
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張
の
力
点
は
、
こ
の
巨
大
独
占

(
寡
占
)
企
業
が
、
今
や
金
臥
資
本
の
も
の
で
な
や
、
し
川
氏
か
か
ん
い
、
と
な

っ
た
し
し
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
立

点
は
、
巨
大
企
業
が
独
肖
的
で
あ
る
か
ど
う
か
唱
と
い
う
事
で
は
な
く
、
こ

の
独
占
的
医
大
企
業
が
財
閥
の
も
の
か
、
人
民
の
も
の
か
、
に
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
内
市
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
前
に
つ
い
て

ふ、~
江区

重

告

田

従
っ
て
所
間
人
民
資
本
主
義
論
は
金
融
支
配
消
滅
論
で
も
あ
る
。
彼
ら

は
こ
れ
を
三
つ
り
論
拠
か
ら
「
証
明
」
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
第
一
の
株

式
民
主
化
(
大
衆
化
)
前
で
は
、
株
主
数
が
非
甫
に
増
大
し
た
k
い
う
統

計
ー
を
た
口
、
企
業
は
財
閥
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
数

パ
プ
D
ツ

グ

司

l
J
レ
1
H
Y
2
y

百
万
人
民
に
よ
っ
て
所
有
さ

A
K
い
る
公
共
会
社
之
ー
な
っ
た
白
人
民

全
部
が
資
本
家
主
な
っ
た
と
主
臨
す
る
。
最
近
で
は
英
国
労
働
党
も
こ
り

ハ
7
》

(
8
)

思
加
国
を
採
用
し
、
国
有
化
の
必
要
を
否
定
し
、
「
宮
の
所
有
の
不
平
等
の

解
決
策
と
し
て
株
式
の
公
有
と
民
主
化
の
推
進
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
第

二
陣
を
怠
る
の
は
経
泊
者
革
命
諭
で
、
彼
ら
は
会
社
資
庄
の
所
有
は
株
式

の
大
衆
化
に
よ
り
非
常
に
広
く
分
散
し
て
単
な
る
配
当
藷
求
権
に
転
化
し
、

資
本
所
有
と
機
能
は
分
離
し
た
事
、
会
初
経
営
は
株
主
目
資
本
家
か
ら
分

離
し
た
独
円
の
階
級
と
し
て
の
経
蛍
者
が
行
う
車
、
「
生
産
の
現
実
的
技
術

過
斡
」
を
担
当
す
る
専
門
家
と
し
て
の
経
営
者
は
「
会
社
を
利
潤
方
向
に

指
導
す
る
機
能
を
ふ
ぜ
」
人
達
即
ち
銀
行
家
田
金
融
家
株
主
と
利
益
対

第
八
十
七
巻

第
五
ザ

豆ζ

九
七
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同
2
5
N
h
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同
生
川
栄
治
「
イ
ギ

p
ス
金
融
資
木
の
成
立
』
コ
一
頁
。

制
例
え
ば
〈
H
2
2
2
H
E
一
一
叶
町
内
同
三
」
寸
言
。
H
H
b
h
注
目
s
a
ロ
日
一

-
P
J
u
o。
1
0
〆
門
戸
間
》
同
伴
己
目
目
、
、
吉
正
ω
z
n
w
O
一
考
ロ
の
同
研
7
4
-

、
品
三
Z
R
R
S
同
E
S
2
一
言
m
同
室
認
さ
)
】
ロ
ロ
σ
呂
町
∞
、
]
〕
己
目
己
主
u
r
-

見
守

E
M守
宮
正
門
Qト
k
v
立
邑
ご
さ

M
W

拙
稿
「
財
閥
」
「
工
業
大
事
央
』
第
七
巻

R
O
l六
八
頁
は
こ
の

為
の
試
論
で
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
内
部
金
融
論
心
検
討

A

非
マ
ル
ク
ス
学
涯
の
見
解

パ
l
り
は
「
四
六

1
五
三
年
迄
に
合
計
一
五

O
O億
弗
が
資
本
的
支
附

さ
れ
た
が
、
こ
の
六
四
%
(
九
六

O
億
弗
〕
は
内
部
源
泉
即
ち
付
留
保
利

潤
と
伺
減
価
償
却
・
消
耗
等
の
積
立
金
か
ら
支
出
さ
れ
、
残
り
の
五
一
。

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
耐
と
金
支
融
配
消
滅
論
に
つ
い
て

億
卯
三
六
%
の
ろ
ち
、
半
分
二
五
五
億
内
山
崎
短
期
借
入
金
、
一
八

O
億、

十
二
怖
は
社
稿
文
は
手
形
発
行
で
あ
り
、
全
体
。
六
%
、
九
O
憶
の
み
が

株
式
発
行
で
あ
る
」
事
実
か
ら
「
市
場
の
審
判
」
が
弱
化
し
、
取
締
役
会

が
「
決
定
的
地
位
」
を
も
っ
事
の
証
拠
と
す
る
。
ゴ

I
ド
y
は
「
一
ニ

O
年

以
後
銀
行
叉
ぴ
銀
行
家
の
経
済
力
は
明
ら
か
に
低
下
し
た
」
、
ヵ
プ
ラ
γ

も
「
大
産
業
は
金
融
機
関
の
依
存
者
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
、
A
ワ

ヴ
ホ
の
如
き
は
「
大
企
珠
は
商
業
銀
行
に
刻
し
債
務
者
で
な
く
寧
ろ
預
金

者
、
即
ち
債
権
者
で
あ
る
」
と
祢
言
し
て
い
る
。
ア

ν
γ
も
「
経
営
者
の

努
力
が
永
続
的
で
あ
り
、
銀
行
に
骨
の
楼
に
全
〈
依
存
し
て
い
る
訳
で
な

い
」
理
由
と
し
て
、
①
銀
行
取
引
契
約
の
法
体
規
制
、
②
競
争
者
(
政
府
・

保
険
・
投
資
伝
託
)
の
出
現
、
伊
γ
内
部
会
問
一
ゼ
キ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
ヘ

ア
ル
バ
ゥ
ア
教
扱
は
こ
れ
か
ら
単
な
る
銀
行
支
配
消
滅
ば
か
り
で
な
く
、

「
経
情
的
寡
頭
支
配
の
梢
減
を
紡
諭
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
見
解
の

問
題
点
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
①
内
部
金
融
の
構
造
の
分
析
が
不
ナ
分
で
、

内
部
金
融
「
現
象
」
か
ら
直
ち
に
銀
行
支
配
(
合
融
界
頭
支
配
)
消
滅
を

結
論
す
る
誤
り
r
陥
っ
て
い
る
。
②
政
府
金
融
は
金
恥
五
頭
支
配
を
補
完

す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
ら
の
ゴ
張
の
様
に
隙
対
的
な
も
の
か
が
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。
③
保
険
会
社
の
資
金
供
給
者
と
し
て
の
進
出
を
、
金
融

支
配
消
滅
白
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
保
を
相
互
会
社
人
民
り

公
共
会
社
と
考
え
る
場
合
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
生
保
は
金
融
一
品
頭
制
の

一
翼
で
は
な
い
か
、
④
コ
ッ
ホ
は
戦
時
中
の
特
殊
的
朱
仲
を
不
当
に
一
般

化
し
た
の
で
は
な
い
か
、
③
銀
行
支
配
U

金
融
寡
頭
文
配
と
い
え
る
の
か

第
八
十
七
巻

第
五
号

五

五

九
九



い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
主
金
融
支
配
梢
減
論
に
つ
い
て

ど
う
か
、
一
般
的
に
金
融
寡
頭
支
配
に
お
げ
る
銀
行
の
機
能
は
何
か
と
い

っ
た
諸
点
が
明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

B

マ
ル
ク
ス
学
抵
の
見
解

マ
ル
ク
ス
学
派
の
内
部
金
融
論
は
三
つ
の
但
角
か
ら
行
わ
れ
る
。
第

の
論
古
川
は
豊
詰
た
内
部
蓄
積
が
景
気
変
動
を
安
定
化
し
、
日
町
況
局
聞
を
引

仲
す
長
期
前
投
資
計
画
を
可
能
と
す
る
と
説
く
ド
て
フ
H

名
和
説
と
寧
ろ

不
均
衡
化
岨
直
化
要
凶
で
あ
る
と
す
る
生
川
説
と
の
対
立
に
あ
る
。
第
二

点
は
内
部
金
融
を
現
代
資
本
主
義
の
資
本
苔
積
様
式
の
特
徴
と
し
て
把
握

L
、
こ
の
構
造
分
析
を
行
う
も
の
で
、
ツ
ィ
シ
ヤ
ン
グ
、
川
合
、
生
川
、
奥

村
氏
郁
げ
研
究
ず
」
れ
で
み
制
。
第
三
の
削
流
は
内
部
金
融
を
金
融
資
本

概
念
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
る
考
え
克
で
、
こ
の
代
表
的
論
者
は
ス
イ
ー

ジ
ー
で
あ
る
。
木
摘
で
は
第
一
の
諭
古
川
は
省
略
し
、
第
一
一
、
塑
ニ
の
諭
古
川
を

取
上
げ
、
金
融
資
本
概
念
を
明
確
に
し
、
そ
の
資
本
蓄
和
構
造
を
明
ら
か

r

す
る
が
、
こ
の
為
ス
イ
ー
ジ
ー
の
ヒ
ル
フ
プ
デ
ィ
ン
グ
批
判
を
中
心
ー
と

し
た
現
段
階
。
金
融
資
本
論
争
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
周
知
U
如
〈
レ
!

ニ
ン
は
金
融
資
本
に
つ
い
て
「
生
産
の
集
積
、
こ
れ
か
ら
生
じ
る
独
占
、

銀
行
主
産
業
と
の
融
合
あ
る
い
は
癒
者

i
こ
れ
ら
の
も
の
は
金
融
資
本
町

ハげ
v

発
生
史
と
金
百
削
資
A
4
概
念
の
内
容
と
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
」
と
い
う
古

典
的
規
定
を
与
え
、
ヒ
ル
フ
ァ
l
デ
ィ
γ
グ
は
「
銀
行
の
処
理
し
産
業
資

本
家
白
充
用
す
る
資
本
」
と
況
定
L
、
産
業
資
本
主
銀
行
資
本
と
の
提
携

に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
占
め
る
の
は
後
者
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
こ
の

銀
行
低
位
説
に
対
し
て
は
一
プ
ピ
ド
ス
H

オ
ス
ト
ロ
グ
ィ
チ
ヤ
ノ
フ
に

第
八
十
七
巻

五
六

四

C
C

第
五
サ

よ
っ
て
「
彼
は
金
融
資
本
の
形
成
に
お
け
る
生
産
の
決
定
的
役
割
を
否
定

し
、
金
臥
資
本
の
研
究
に
お
い
て
資
本
主
義
的
生
時
過
程
を
「
捨
象
」

L
、

か
く
す
る
こ
し
乙
に
よ
っ
て
帝
圃
主
義
に
お
け
る
根
本
的
な
も
の

l
l生
産

集
積
土
曜
礎
と
し
て
成
長
し
た
諸
独
占
の
支
配
ー
ー
ー
の
役
割
主
意
義
、
と
を

抹
殺
す
る
」
と
い
ラ
批
判
が
な
き
れ
た
が
、
以
後
の
独
占
1
金
融
資
本
研

究
は
生
川
氏
が
評
さ
れ
る
加
く
「
形
式
的
に
は
新
た
な
る
資
料
の
追
加
に

よ
っ
て
許
証
が
試
み
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
抽
象
化
さ
れ
た
概

念
の
化
石
か
ら
一
歩
も
ふ
み
で
る
も
の
で
は
な
か
っ
自
由
で
あ
る
。
そ

し
て
米
嗣
の
経
済
学
者
ス
イ
ー
ジ
ー
は
大
ム
吊
社
が
莫
大
な
収
益
を
あ
伊
こ

り
収
誌
が
金
融
上
の
独
立
を
実
質
的
に
保
障
し
、
「
外
部
ι

の
金
融
支
配

H
H
ウ
ォ

i
ル
街
の
旧
キ
の
支
配
か
ら
離
脱
せ
L
め
て
い
出
J
但
し
新
式
の

支
配
と
は
何
か
を
語
ら
な
い
の
で
、
事
実
上
支
配
一
般
の
消
滅
を
主
張
す

る
事
と
な
る
〕
と
し
、
こ
れ
を
根
拠
正
し
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
Y

グ
の
見

解
は
「
恨
木
的
に
ま
ち
が
っ
て
い
る
」
「
ヒ
ル
フ
ァ

I
一
フ
ィ
ン
グ
は
資
本

主
義
発
展

ω
過
渡
的
段
階
を
持
続
的
傾
向
と
と
り
ち
が
え
て
い
い
山
〕
と
し
、

産
業
と
銀
行
と
の
関
係
を
一
二
つ
の
歴
史
的
段
階
に
分
け
て
次
の
様
に
説
明

す
る
。第
一
段
階
独
占
以
前
に
お
い
て
は
銀
行
は
産
莱
に
対
L
補
助
的
な
地
位

に
あ
っ
た
が
、
第
二
段
階
即
ち
、
株
式
会
副
や
企
業
合
同
が
形
成
さ
れ
る

企
業
合
同
運
動
期
に
お
い
て
は
銀
行
が
戦
略
的
地
位
に
あ
り
、
こ
の
地
位

が
銀
行
を
し
て
生
産
体
制
の
柑
裂
な
飢
峨
に
対
し
て
同
己
円
支
配
力
を
拡

大
せ
し
め
た
事
は
事
尖
で
あ
る
が
、
第
三
段
階
独
(
」
昇
)
市
成
立
後
は
社



内
留
保
と
減
価
償
却
そ
の
他
積
立
金
勘
定
で
内
部
資
金
源
が
豊
富
と
な
り
、

新
証
券
売
行
の
必
要
、
銀
行
依
存
か
ら
僻
放
さ
れ
る
為
、
銀
行
権
力
の
本
来

附
基
礎
は
剥
化
L
、
支
配
力
は
低
下
す
る
。
そ
し
て
「
か
つ
て
は
光
栄
の
日

を
も
っ
た
銀
行
資
本
は
ふ
た
た
び
産
業
資
本
に
対
す
る
補
助
的
な
地
位
に

立
帰
り
、
こ
う
し
て
企
呆
結
合
運
動
以
前
に
有
在
し
た
関
係
を
再
び
樹
立

す
る
」
「
銀
行
資
本
の
支
配
は
ほ
ぼ
競
争
的
資
本
主
義
か
ら
独
占
資
本
主

義
へ
の
過
渡
期
に
一
致
す
る
資
本
主
義
発
展
の
一
時
的
局
副
〕
で
あ
り
、

現
段
階
を
、

h
r
ι
r
p
b
w
V
終
和

m
b骨
叫
蛇
定
し
、
金
融
資
木
と
い
う
用

語
を
廃
止
し
亡
、
独
占
資
本
、
と
い
う
術
雷
同
を
用
い
る
様
に
提
案
作
川
一
匂
の
で

あ
る
。更
に
ス
イ
ー
ジ
ー
は
こ
の
証
拠
と
し
て
三
十
年
代
の
投
資
銀
行
家
D

nm》

「
劇
的
な
没
落
」
を
挙
げ
、
こ
の
四
つ
の
理
由
に
@
経
済
拡
張
速
度
の
急

微
な
低
下
と
重
要
な
新
産
業
の
異
常
な
少
な
き
が
投
資
部
行
活
動
の
縮
小

り
原
因
、
②
経
済
り
拡
張
主
新
産
業
白
発
展
は
莫
大
な
内
部
資
金
源
を
擁

し
た
既
存
の
大
会
社
が
行
っ
た
。
③
生
命
保
険
の
進
出
、
④
連
邦
政
府
金

nMゾ

融
O
発
展
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
ス
ィ

l
uン
)
の
見
解
の
う
ち
①
三

0
年
代
の
内
部
金
融
現
剥

r慢
性
酌
不
況
主
大
量
失
業
の
原
因
で
も
あ
る

「
そ
の
資
本
蓄
積
力
が
利
潤
追
求
を
目
的
と
す
る
民
間
産
業
に
追
加
資
本

(

割

、

叩

U

を
持
続
的
に
叫
山
い
う
る
抽
出
力
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
」
と
い
う
事
実
、

投
資
機
会
消
滅
と
同
一
物
な
の
で
、
喰
後
と
は
若
干
事
情
が
異
る
事
、
②

デ
ル
学
者
同
様
内
部
金
融
の
構
造
白
分
析
が
欠
け
て
い
る
。
①
政
府
金
融

の
発
展
、
生
保
の
成
長
、
投
資
銀
行
家
の
「
没
帯
」
を
金
融
資
本
の
没
落

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
諭
と
全
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

と
解
釈
す
べ
き
か
、
金
融
資
志
の
支
配
構
造
に
お
け
る
諸
機
関
の
相
対
的

力
関
係
の
変
化
L

乙
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
ω

⑨
ヒ
ル
フ

7

1
デ
ィ

ン
グ
批
判
に
つ
い
て
は
銀
行
支
配
説
を
批
判
し
て
い
る
限
り
で
は
正
し
い
。

そ
れ
は
金
融
資
本
の
発
生
過
程
に
お
い
て
銀
行
優
位
の
も
と
に
産
業
独
占

と
銀
行
独
占
と
の
融
合
を
達
成
し
た
モ
ル
ガ
ン
型
(
こ
れ
は
独
・
口
の
金

融
資
本
の
成
立
山
地
担
に
多
い
)
》
」
、
曲
目
J

ろ
産
業
独
ム
口
が
中
心
と
な
っ
て
銀

行
独
占
を
古
山
出
し
財
閥
と
な
っ
た
ロ
ヅ
ク
ゾ
エ
ラ
ー
や
デ
ュ
ポ
ン
期
の
一
一

つ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
質
規
定
と
し
て
は
産
業
独
占
と
金
融
独
占
之

の
融
合
唱
と
い
う
べ
き
で
銀
行
支
配
を
主
張
す
る
事
は
誤
り
だ
か
ら
で
あ
凶
作

(
羽
)

従
っ
て
ス
イ
ー
ジ
ー
が
「
産
業
に
よ
る
銀
行
の
支
配
」
を
主
張
す
る
の
も
亦

行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
⑤
独
占
資
本
と
金
融
資
本
と
の
相
呉
点
に
つ
い
て
は

古
賀
教
授
が
「
金
融
資
本
は
常
に
必
ら
ず
金
融
及
び
位
業
分
野
町
独
占
資

本
の
融
合
に
工
っ
て
構
成
さ
れ
、
従
っ
て
そ
れ
白
体
複
合
的
な
巨
大
独
占

資
本
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
は
そ
れ
自
体
た
だ
ち
に
金
融
資
木
を
形
成
す

る
も
の
で
は
な
く
、
又
市
に
必
ず
し
も
何
れ
か
の
金
融
資
本
の
中
に
融
合

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
Y

。
両
者
は
フ
レ
l
ネ
を
具
に
す
る
概
念
で
あ
り
、

一
方
を
以
て
他
方
に
置
き
換
え
得
る
も
の
で
は
な
い
」
L

乙
正
し
く
批
判
さ

れ
て
い
る
が
、
所
謂
内
部
金
融
を
金
融
資
本
概
念
か
ら
積
駆
的
に
説
明
す

る
点
で
は
不
定
分
で
あ
り
、
叉
金
融
寡
現
制
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
を
「
資

本
家
担
会
で
最
大
の
貨
特
集
中
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
金
融
資
木
町

支
配
を
丹
面
化
す
る
場
合
の
中
心
」
と
正
し
く
規
定
さ
れ
た
生
川
氏
の
場

合
に
も
具
体
的
展
開
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
五
日
々
は
以
上
で
羊

第
八
十
七
巻

第
五
円

子L

じ

凹

む



い
わ
ゆ
勾
内
部
金
融
諭
と
色
刷
支
出
消
滅
諭
に
つ
い
て

げ
た
問
題
点
を
頭
に
お
き
な
が
ら
、
こ
れ
を
解
決
す
る
為
先
づ
内
部
金
融

を
景
気
循
損
!
と
の
関
連
で
把
え
(
第
二
章
)
、
次
に
国
家
独
占
資
本
主
義

の
資
本
蓄
積
の
現
代
的
様
式
と
し
て
の
内
部
金
融
の
構
造
と
条
件
を
検
討

し
(
第
一
一
一
卓
三
最
後
に
外
部
金
融
が
再
生
産
過
ね
で
果
す
役
割
を
明
ら
か

に
し
て
(
第
四
章
)
金
融
支
配
構
造
に
お
叶
る
担
行
そ
の
他
金
融
機
関
の

役
割
を
み
る
(
第
五
章
)
と
い
う
順
序
で
研
究
し
よ
う
。
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代
資
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ど
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把
え
る
か
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『
世
界
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昭
和

三
二
年
十
二
月
号
六
一
頁
。

叫
生
川
栄
治
「
資
本
形
成
と
金
融
機
栴
L

「
羽
代
資
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富
園
内
釦
国

Z
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E
官
官
同
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C
目
。
国
自
由
γ
H
U
ω
戸
町
o
巴

M
W

川
合
一
郎
「
現
代
資
本
主
義
の
財
政
金
融
政
策
」
寸
現
代
資
本
土

議
講
座
』
第
三
巻
。

ω
生
川
栄
治
、
前
掲
否
。

ω
奥
村
茂
次
「
戦
後
ア
メ

p
カ
に
お
け
る
固
定
資
木
投
資
の
変
動
に

つ
い
て
」
「
経
済
学
雑
誌
』
五
七
年
三
月
号
、
同
、
「
戦
後
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
固
定
資
本
投
資
の
資
金
制
品
に
つ
い
て
」
〔
戦
後
世
気

循
環
?
と
設
備
投
資
L

(

大
阪
市
大
経
済
研
究
所
報
第
十
一
集
)
(
以

後
は
単
に
第
十
一
集
)
、
同
「
戦
後
/
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
利
淵

と
同
定
資
本
投
資
」
『
戦
後
詰
気
循
環
の
諮
問
題
』
(
市
大
経
済
研

究
所
報
第
十
二
集
〉
(
以
後
は
単
に
第
十
二
条
)
。

附
以
卜
り
う
ち
性
川
氏
を
除
い
て
は
第
二
と
第
三
の
論
点
を
統
一
的

に
把
握
し
て
い
な
し
。

的
レ
l
ニ
ン
「
市
出
主
義
論
」
「
レ

1

ニ
γ
二
巻
選
議
』
第
一
巻
釘



六
分
附
一
二
頁
。
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U
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概
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れ
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同
一
一
↓

四
瓦
。

倒

明

d
z
m
d
4
2
4
4
Z
一
司
区
寸
中
村
訳
三
六
三
頁
o

M
H
L
3
尚
子
司
司

N

ミ
l
g
中
村
訊
一
一
六
四
百
百
。

州開

}U]YH
∞
考
古
N

ヲ
叫

E
H
U
S
E王
宮
同
お
な
弓
都
圏
沢
一
八
頁
u

M
叫
ュ
。
ョ
語
、

H
h
E弓

o
h
p
Y
E
N
S吋

P
王
寺
言
え
沼
市
同
町
田
中

村
訳
一
一
六
七
頁
。

川
判
己
P
豆
、
」
U
晴、
E
富市

2
i
E
Zミ
宇
都
圏
訳
一
三
一
一
一
頁
。

助

己

主

部

団

訳

ゴ

同

l
五
頁
。

凶
都
圏
重
人
「
ア
メ
り
カ
経
済
白
発
以
q

事
照
。

同

町

ν目
印

♂

4
2
4ヨ
4
5
N
都
田
沢
二
一
二
頁
。

的
レ
l
ニ
ン
は
こ
の
寸
皆
本
過
刺
」
を
資
木
輸
出
の
必
然
性
と
し
て

把
握
す
る
。
レ

1
ニ
ン
「
帝
国
主
義
品
川
」
「
レ
l
一
一
ン
一
在
選
集
」

第
一
車
釘
開
六
分
冊
三
四
五
良
。

川

州

立

〉

出

国

m
g
o
p
h
M
E
Q
H
』
VCHR1
芸
品
出
塁
刊
誌
民
民
〔
い
い
て
。

rp

、，
v
m
H
M
U
ω
H
F
H寸

い
わ
ゆ
る
内
市
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

凶
従
っ
て
広
瀬
救
援
が
「
単
純
な
令
刷
者
支
配
(
銀
行
支
出
)
と

「
合
融
資
本
支
配
」
ー
と
を
差
別
さ
れ
る
の
は
正
し
い
が
、
財
閥
は
両

万
式
の
支
配
を
行
う
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
瀬
雄
一

「
株
式
会
社
に
対
す
る
金
融
者
支
配
」
『
研
究
ル
一
資
料
』
第
十
号
。

隙
ヴ
ァ
ル
ガ
も
ス
イ
ー
ジ
ー
に
同
調
し
て
「
産
業
白
木
の
銀
行
に
対

す
る
従
属
は
有
十
忙
し
な
い
」
「
銀
行
は
現
在
工
業
独
占
体
主
比
べ
て

第
二
義
的
な
役
割
を
崩
じ
て
い
る
」
と
考
え
て
い
る
。
阿
国
P
官
P

E
ロ
首
位
同
国
回
同
臣
官
百
円
。
自

E
-
(冨
岡
町
。
国
自
叩
同
百
吉
田
P

国

富
祝
日
司

E
官
官

E
C一
員
。
胃
⑦
回
出
〕

H
u
g一
円
。

H
o
d
勾
|
町
田

邦
訳
一
um杭
清
セ
ミ
ナ
ー
「
一
九
六
心
年
白
川
七
‘
九
一
一

ι
に
は
誤
訳

(
柏
下
)
が
あ
る
。

川
州
十
門
畑
九
兆

E
叩
支
配
集
中
前
』
八
五
頁
。

M
W

生
川
栄
治
「
イ
ギ

9
ス
金
融
資
本
の
成
江
」
五
頁
。

内
部
金
融
と
対
気
循
環
と
の
関
連

第
一
凶
は
大
企
業
が
伝
川
川
制
度
に
対
し
一
丸
山
一
四
年
迄
は
資
金
の

純
供
給
者
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
四
五

1
四
九
年
に
は
純
需
要
者
と
な
り
、

五
O
年
に
は
供
給
者
、
以
後
一
件
び
需
要
者
と
な
る
事
、

A
-
コ
ザ
ホ
白
見

解
が
不
当
で
あ
る
事
を
示

L
亡
レ
る
。
こ
れ
は
内
部
金
融
が
U
A
気
循
環

〈
及
び
戦
争
)
と
深
い
関
係
が
あ
る
事
を
崎
一
市
す
る
の
で
、
こ
れ
を
理
論

的
に
検
討
し
ょ
5
0
K
・
ツ
ィ
l
シ
ヘ
ン
ク
は
「
白
己
金
融
は
循
環
的
発

展
に
依
存
す
る
」
「
同
己
金
胞
は
術
環
的
動
揺
に
倣
感
で
あ
る
」
事
を
凶

独
の
経
験
か
ら
発
見
し
た
が
、
企
業
金
融
は
国
家
独
占
資
本
主
義
と
い
う

。

(

2

)

(

3

)

枠
内
で
景
気
循
環
に
依
存
し
て
い
る
。
今
こ
れ
を
高
木
、
林
氏
等
に
よ
っ

第
八
十
七
巻

第
五
号

五
九

回。



い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

て
な
さ
れ
た
品
川
慌
理
論
白
成
果
を
利
用
し
て
解
明
し
よ
う
。

社
会
的
総
生
産
物
の
う
ち
固
定
資
本
の
佃
前
は
一
部
分
づ
っ
生
産
物
へ

移
転
さ
れ
(
供
給
の
継
続
的
一
方
性
)
こ
れ
が
貨
幣
形
態
で
実
現
年
々

積
立
て
ら
れ
て
一
定
の
大
い
き
に
達
し
た
時
、
即
ち
労
働
手
段
が
全
面
的

に
磨
滅
し
て
新
品
で
取
替
え
ら
れ
る
昨
、
一
気
に
新
生
産
資
本
に
再
転
形

資金供給

1940 

用-平
レ
ι粕供J

 
L
 

図

金
-

賢
一

場

第

巾
用=一一HJ

 
U
 
社

A

宮大

曲
仰慌十

す
る
〔
生
同
去
の
問
駄
的
大
量
性
)
と
い
う
特
殊
性
会
も
つ
が
、
「
現
物
で

補
填
さ
る
べ
き
畑
限
に
達
し
て
い
る
」
四
五
資
本
を
ρ

旬
、
こ
れ
以
外
の

「
価
値
が
継
起
的
に
貨
幣
で
積
U
て
ら
れ
る
段
附
」
に
あ
る
同
定
資
木
の

磨
損
分
吉
山
之
す
れ
ば
、
循
環
全
体
を
通
じ
て
み
れ
ば

p
l
p
な
る
関

係
が
成
立
す
る
ω

1950 

F，品川lReseYve Bulletin， 
July 1日53，p. 706 

資金需要

1945 

第
八
十
七
巻

四

O
凹

第
五
号

プて。

し
か
し
こ
の
運
動
U
実
現
形
態
は
不
況
局
面
で
は
♂
〈

P
。
活
況
局

面
で
は

D
l
p
。
繁
栄
局
面
で
は

P
〉
h
N

と
な
る
。
固
し
一
定
資
本
の
更

新
は
付
恐
慌
期
に
は
激
減
し
、

u
H
不
況
期
に
は
低
水
準
、
同
そ
し
て
不
況

末
期
に
本
格
的
「
再
開
さ
れ
て
活
況
局
面
に
お
い
て
増
大
し
、
同
活
況
末

期
か

b
繁
栄
の
前
半
に
か
け
亡
大
集
札
制
一
る
か
ら
で
あ
る
。

ルド億十

ド

(
 

所
で
剰
余
価
値
の
実
現
に
よ
っ
て
与
え
た
貨
幣
の
う
ち
個
人
的
消
費
を
除

い
た
残
り
は
貨
幣
形
態
旧
主
主
抑
留
し
「
前
労
附
貨
幣
資
木
」
と
し
て
蓄

蔵
さ
れ
る
も
の
を
日
史
(
〉
)
と
し
、
他
方
過
去
に
お
け
る
幣
勢
的
貨
幣
資

本
の
山
菅
波
が
一
定
割
に
迷
し
、
現
実
的
措
積
を
遂
行
す
る
資
本
主

E
P

ハ
ロ
)
と
す
れ
ば
、
循
環
全
体
じ
つ
い
て
は

E
犬、
ζ
H
E
P
(回
〕
が
成
立

第二閃

資本支出と内部資金

〆、、」

.) " 内部資金
./~~\ - 1、J

50 

Federal ReseY吋 )Julletul，

J uly 1953， p. 712 
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日
目
制
l
目

的一昨一引川正午

1
1引
制
羽
川
E
3

古
川
副

J
J引
叫

i
y可一一一

口
川
淵
訓
M

引
叫
百
A
4
1町一一

E
[「
l

i

l

i

-

-

l

I

…
一
日
日
目
日
い
川
一
一
日
日
山
口
い
一
一

日
一
昨
叫
引
利
引
明
日
剖
剖

1

…
ι一い

韮

下

1
7
1
J
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
T
I
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
T
|一
叫

引

一

一

例

抽

形

用

F

金

債

慣

式

他

一

計

出

庫

形

金

債

産

用

一

一

ゐ
完
ン

τ計
金

信

，

当

負

一

合

主

2

可
一

一

一

合

資

手

周

期

制

連

社

〉

一

肌

備

手

川

z
一

一

二

山

部

業

1
1↑

J
t
眠

け

一

色

「

I
I
r
L日
在
受
現
同
川
江
川
一

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
簡
と
金
融
支
配
消
波
論
に
つ
い
て

第
八
十
七
巻

す
る
。
し
か
し
現
実
的
苔
川
町
も
不
均
等
に
、
即
ち

付
不
況
局
面
に
は
微
々
た
る
ー
も
の
で
あ
り

E
P
(
h
F
)
V
国
∞
(
国
)
川
口
、
伯
活
河
局
両
に
お
い
て

自
己
〈
〉
〉

H
E久
世
)
と
な
り
、
同
活
況
末
期
か
ら

繁
栄
局
面
に
集
中
し
て
自
久
と
ハ
E
P
(
出
)
と

な
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
各
局
田
に
つ
い
て
総
合
す

れ
ば
、
不
況
局
面
で
は
門
ト

+
E
P
(出
)
〈

C
+目別

(
〉
)
と
な
る
。
即
ち
落
大
な
遊
休
設
備
と
大
量
失

業
が
存
在
し
、
企
業
精
神
が
魔
佑
叫
ん
、
間
定
資
本
の

更
新
及
び
拡
張
が
極
め
て
少
い
為
、
貸
付
資
本
が

大
量
に
寝
か
さ
れ
、
設
低
利
子
事
恋
文
配
す
る
事

L

に
な
る
白
何
故
な
ら
門
戸
十

EmH(国
)
は
資
金
一
需
要
、

C
十
E
A〉
〉
は
資
金
供
給
を
表
現
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
故
典
型
的
企
業
を
と
れ
ば
、
内
部
資

金
が
豊
富
で
あ
る
の
に
資
金
需
要
が
な
い
の
で
、

当
然
銀
行
信
用
は
返
済
さ
れ
、
預
金
・
国
債
そ
り

他
証
券
所
有
は
増
六
L
(社
内
留
保
の
一
形
態
〕
、

円
部
金
融
「
率
」
、
流
羽
比
率
も
上
列
す
る
事
と

な
る
。
次
に
活
況
局
聞
で
は
♂
十

Emv(出
)
H
n
M

十
自
問
(
〉
)
と
な
り
、
資
金
需
要
と
供
給
は
ほ
ぼ

均
衡
が
と
れ
る
。
い
わ
ば
数
量
景
気
段
階
で
あ
る
。

最
後
に
繁
栄
同
面
で
は

C
+
E
A国
)
〉

C
+
E
P

四

O
五

第
五
苛



い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
耐
と
金
融
支
魁
梢
減
論
に
つ
い
て

(
ど
と
な
る
υ

即
も
更
新
と
追
加
的
固
定
資
本
投
資
と
が
こ
の
期
に

λ
集

中
す
る
為
、
資
金
情
要
は
増
大
す
る
阿
部
資
金
供
給
を
も
揺
か
に
こ
え
て

大
膨
版
L
、
預
金
同
債
そ
の
他
の
処
分
で
も
不
足
し
、
競
争
戦
に
勝
利
す

る
為
に
銀
行
信
用
を
増
大
し
、
株
式
・
社
債
を
発
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
(
外

部
金
融
依
存
増
大
)
。
か
く
て
金
融
市
助
は
繁
張
し
「
殆
ん
と
絶
対
的
な
貸

〈

6
v

付
資
本
の
不
足
」
が
生
じ
、
利
子
半
は
一
両
騰
し
「
た
え
ず
生
政
資
本
白
裂

素
が
市
場
か
ら
引
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
代
り
に
貨
幣
等
仰
の
み
が
貨

幣
山
場
に
投
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
払
能
力
あ
る
需
要
が
そ
れ

自
身
か
ら
は
何
ら
の
供
給
要
素
も
提
供
す
る
事
な
L
に
培
加
す
る
。
従
っ

て
生
活
手
段
平
生
産
材
料
の
価
格
が
騰
貴
す
る
止
所
謂
価
格
長
え
と
な
っ

て
過
剰
生
産
恐
慌
を
成
制
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
不
況
期
に
は
内
部
金
融
半

第
八
十
七
巻

回
。
一
八

第
五

H

が
十
一
向
〈
、
繁
栄
瑚
に
は
舛
部
資
金
依
存
が
増
大
す
る
と
い
う
乙
の
運
動
は
、

資
金
需
要
〔
更
新
及
び
現
実
的
蓄
積
)
が
苔
積
円
一
為
の
蓄
積
・
利
潤
追
求

衝
動
・
一
般
的
競
争
戦
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

r対
し
、
資
金
供
給
は
生

躍
の
結
川
市
の
実
現
に
、
川
ち
相
具
な
る
生
産
諸
部
門
間
の
比
半
性
に
よ
り
、

ま
た
社
会
の
泊
鈍
刀
に
よ
っ
日
制
定
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
の
巡
動
形
態
に

他
な
ら
な
い
u

こ
の
古
典
的
抽
象
的
な
企
業
金
融
の
循
珠
型
は
、
現
段
階

に
お
い
て
も
刑
問
し
う
る
。

ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
は
戦
前
ゐ
二
ニ
二
九
(
好
況
-
繁
栄
)
年
の
阿
部
金

融
半
二
八
%
に
対
し
、
一

-5
一
一
一
一
二
へ
恐
慌
)
年
に
は
七
八
%
と
札
前
し

た
の
で
、
王
口

tAU
戦
後
の
企
業
金
融
を
一
二
つ
の
時
期
に
区
別
し
て
検
討
し

ょ
円
九

一月山口日目十一戸川口川川一一一

両
日
山
川
仙
川
引
叫
昨
川
一
山
計
出
副
社
叶
叫
一

-UUUlE
引引ートー一

ur引
三
斗
1
耳

石一
l

j

J
リ
1
1
1
1
f
J川
J
J
Jイ
1
川

1
l
J
L
m

一
四
一

n
m
6
日

ι
2
正

」

」

一

よ

一

m
m
ル
」
以
乙

:

1

(

2

」

J

一
J

第
一
期
(
三
九
四

五
〉
は
戦
時
生
底
と
材

料
・
価
格
統
制
に
よ
り

大
会
社
は
巨
大
な
利

潤
を
え
た
が
(
税
引
後

利
潤
は
倍
増
)
、
配
当

は
中
位
の
増
大
な
の
で

南
保
利
潤
は
戦
前
平
均

八
億
亦
か
ら
四
一
四

年
の
十
六
億
弗
乎
均
へ

と
増
大
し
、
減
価
減



…一一…一山山山-出日比一一

一町中川
L
J一
山
川
川
比

一
一
一
日
山
日
日
十
日
目
山
口
円
山

町
市
川
一
引
当
引
刑
判
制
1

一一日……一

J

日一……一一一一日
I

T

I

い
わ
ゆ
る
内
部
市
融
論
と
金
融
支
配
消
拙
論
に
つ
い
て

第
八
」
七
巻

問
。
七

結
五
号

粍
控
除
も
急
増
し
た
の

で
、
内
部
資
金
は
倍
増

し
た
(
第
1
表
及
び
第

二
図
〉
が
、
所
が
こ
り

時
期
の
生
産
能
力
の
拡

大
は
そ
の
多
く
が
連
邦

政
府
の
金
融
(
四

0
1

凹
五
年
の
製
造
工
場
能

力
拡
大
ニ
コ
一

C
億
の
内
、

四
分
の
三
)
で
あ
っ
た

為
、
大
製
造
会
社
の
私

的
工
場
設
備
支
附
は
四

二
凹
年
に
平
均
十
五

億
弗
で
三
九
年
水
準
を

僅
か
に
こ
え
る
の
み
で
、

在
伴
も
材
料
統
制
と
完

成
財
引
渡
し
の
増
大
を

反
映
し
て
凹
一
年
に
急

増
し
以
後
高
水
準
を
続

け
た
が
、
こ
れ
に
よ
る

資
金
需
要
は
政
府
白
前

貸
・
進
捗
払
に
よ
っ
て

/、



い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
諭
に
つ
い
て

内部金融率(全法人企業)%

一一戸
ーム〉

ーム〕

慌〕

慌〕

栄〉

第3表

年度 IA I B I 備

1946 48.2 52.1 1，暁
1947 68.7 51.3 

1948 81.6 64.6 

1949 117.5 96.0 

1950 78.3 47.3 

1951 60.5 46.8 (朝
1952 75.2 56.7 

1953 77.0 64.7 

1954 95.3 89.1 

1955 86.2 52.8 

1956 75.7 63.2 ( 

1857 82.8 71.1 

1958 11ι2 85.0 

玄
か
な
わ
れ
た
の
で
信
胤
市
場
へ
の
圧
力
と
な
ら
ず
、

L
Fも
民
間
部
門

へ
の
投
資
は
制
限
さ
れ
た
の
で
、
大
会
社
は
証
券
を
返
済
し
、
流
動
資
産
、

制
に
現
金
、
と
国
債
を
大
量
に
購
入
し
て
三
倍
と

L
、
流
動
比
率
は
超
堅
実

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
争
の
耕
了
に
よ
る
戦
時
契
約
の
一
般
的

終
了
と
服
売
利
潤
の
減
世
は
在
庫
・
受
取
手
形
・
租
税
引
当
金
・
短
長

期
負
債
の
著
減
を
も
た
ら
し
、
第
二
期
〈
四
五
五

O
年
央
)
の
転
換
と

戦
後
プ
l

ム
へ
と
移
行
す
る
。
四
六
年
に
生
産
が
ど
ん
底
を
つ
い
て
以
来
、

急
速
に
回
復
し
四
八
年
に
ブ
l
ム
を
迎
え
四
九
五

O
年
恐
慌
で
急
港
す

る
。
こ
の
期
の
高
需
要
・
高
生
涯
に
上
り
、
減
価
償
却
費
留
保
利
潤
も
増

大
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
民
間
生
産
へ
の
転
換
計
画
と
基
本
能
力
の
払
張 血皇室金坦ili'fリj国寸五血堂並立2

粕理的資産用大〔工去勢設備+在沖)

B 内 部資金
=瓦蚕盃京E丙蔀頁歪平芥蔀頁歪7
第 2表より作成

慌〉

A 

約
八
十
七
巻
回
口
八

百

第三図

社の金

協

h
門
勺

坦

一
八
阿

市t

/ぬぐゴー，/-/

十億弗
会

20 
1959 1957 

Federal Rese仰 eBulletin， 

January 1960， p. 3 

1955 

の
為
に
巨
大
な
資
金
を
必
要
と
し
れ
ん
為
、
戦
同
中
に
tz
山
積
さ
れ
た
減
価
償

却
と
利
潤
を
代
表
す
る
国
債
の
処
分
で
は
足
ら
ず
、
銀
行
か
ら
借
入
れ
、

社
債
株
式
を
発
行
し
て
外
部
資
金
を
調
達
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の

期
間
に
は
内
部
金
融
率
は
低
い
。
(
第
3
吾
参
照
)
。
大
企
業
も
同
様
の
動

態
を
一
市
し
、
そ
の
内
部
資
金
は
戦
時
中
よ
り
五
割
大
で
あ
っ
た
が
、
新
工

場
設
備
に
四
六
|
五

O
年
に
は
先
行
七
年
間
白
三
倍
の
投
資
率
で
あ
る
三

ハ
ロ
〉

四
O
億
弗
の
投
資
を
行
レ
、
柿
格
上
昇
と
民
間
材
在
庫
の
再
蓄
積
の
必
要
、

流
動
資
産
蓄
積
の
必
要
か
ら
、
大
企
業
で
さ
え
も
外
部
資
金
に
依
存
し
た

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ロ
そ
し
て
四
九
年
恐
慌
期
、
減
価
償
却

費
は
増
大
し
た
が
、
留
保
利
潤
が
激
減
し
た
の
で
内
部
資
金
は
著
減
L
士



が
、
工
場
設
備
・
在
庫
投
資
の
八
円
討
が
半
減
し
に
為
、
外
部
資
金
依
#
も

激
減
し
、
特
に
短
期
負
債
は
返
済
さ
れ
、
結
川
市
内
部
金
融
半
は
増
大
し
て

い
る
(
困
債
保
有
も
増
大
)
。
そ
し
て
こ
の
時
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
。

第
三
期
に
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
国
防
需
要
を
中
心
と
し
た
肱
大
が
フ
l

ム
を
惹
起
し
た
が
、
休
戦
以
後
恒
久
的
部
分
的
軍
事
経
済
の
枠
内
で
、
市

次
加
環
的
発
展
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
時
期
で
あ
る
。

即
ち
五

O
l五
一
年
と
内
部
資
金
は
増
大
し
た
が
、
こ
の
期
の
巨
大
な
固

定
投
資
は
第
二
次
大
戦
期
と
叫
ん
也
り
連
邦
政
府
の
間
接
金
融
で
は
な
か
っ

た
(
但
し
相
税
特
権
を
授
与
し
た
)
の
で
、
在
庫
散
増
と
相
ま
っ
て
企
業

は
必
要
資
金
の
大
部
分
を
外
部
資
金
(
特
に
短
期
信
用
)
に
依
存
す
る
の

を
余
儀
な
く
誌
で
正
券
発
行

ι記
鋸
-
水
明
と
な
り
、
銀
行
信
用
も
そ
の

比
重
を
増
大
し
、
内
部
金
融
率
は
低
下
す
る
。
大
企
業
の
こ
の
則
の
悶
定

・
在
庫
投
資
は
一
一
一

O
憶
で
円
六
五

O
年
平
均
の
五
割
増
と
な
り
、
国
(埼
J

防
・
国
防
関
連
部
門
、
叫
に
金
属
金
属
製
品
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

五
二
年
に
は
回
定
運
転
資
本
支
出
は
、
別
年
よ
り
減
少
し
た
が
、
内
部

資
金
が
よ
り
一
層
減
少
し
h
為
、
大
企
業
も
流
動
資
産
処
分
を
余
儀
な
く

き
れ
、
外
部
金
融
怯
存
は
略
大
し
て
流
動
性
は
低
下
す
る
。
そ
し
て
社
債

は
主
要
外
部
資
金
源
で
あ
っ
た
が
、
負
債
金
融
告
と
株
式
命
融
費
の
格
差

の
縮
小
に
よ
り
株
式
発
行
は
公
益
で
増
大
す
る
。
そ
し
て
四
六
|
八
年
に

は
大
会
社
の
資
金
源
の
二
%
に
す
ぎ
な
か
っ
ル
銀
行
信
用
は
五
一

l
二
年

程
は
六
%
と
比
重
を
~
問
め
重
要
性
を
増
大
す
る
。
五
四
年
恐
慌
で
は
留
保

利
潤
減
少
が
減
価
償
却
喪
の
増
大
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
内
部
資
令
に
変

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
諭
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

化
は
な
か
っ
た
が
、
同
定
在
庫
投
資
が
減
少
し
た
為
外
部
長
期
信
用
は

減
少
し
、
知
期
信
問
は
大
量

r返
済
さ
れ
内
部
金
融
本
は
増
大
す
る
G

繁
栄
の
五
五
六
年
に
は
内
都
資
金
も
哨
大
す
る
が
、
設
備
投
資
急
増

の
為
外
部
資
余
依
存
が
増
大
L
、
内
部
金
融
車
は
低
下
す
る
@
そ
し
て
五

八
年
恐
慌
に
お
い
て
再
び
内
部
金
融
率
は
一
両
ま
る
の
で
あ
る
(
第
二
凶
〉
。

こ
れ
ま
で
内
部
金
融
理
は
留
保
利
潤
と
減
価
償
却
費
の
合
計
で
あ
る
内

部
資
金
が
同
定
資
本
投
資
に
お
い
て
占
め
る
比
重
、
叉
は
総
資
企
源
に
お

け
る
比
重
L

と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
の
場
合
に
は
拡
大
再
生
産

に
お
け
る
流
動
不
変
資
本
の
増
大
分
が
無
凱
さ
れ
、
外
部
資
金
の
必
要
性

が
過
少
許
価
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
又
後
者
の
場
合
に
は
生
産
増
大
の
結

果
、
或
は
過
剰
生
産
の
結
果
乙
し
て
の
実
現
の
困
難
を
表
現
す
る
受
取
手

形
等
金
融
需
要
増
大
を
含
む
り
で
、
企
業
の
対
外
資
金
需
要
を
表
現
す
る

に
は
適
切
で
あ
る
が
、
生
産
資
本
の
需
要
を
表
現
す
る
に
は
適
当
で
な
い

主
い
う
欠
陥
が
あ
る
の
で
、
以
上
の
問
題
を
考
慮
し
て
二
通
り
の
内
部
金

融
半
を
第
3
表
に
示
し
て
み
た
。
こ
り
表
は
い
ず
れ
も
繁
栄
期
に
は
外
部

資
金
肱
存
度
が
高
く
、
恐
慌
・
不
況
期
に
は
低
L
事
を
一
目
し
て
レ
る
。
以

ヒ
に
お
い
て
五
口
々
は
内
部
金
融
と
景
気
循
環
、
と
の
関
係
を
理
論
的
且
つ
安

一
社
的
に
証
明
し
た
が
、
国
家
独
市
資
本
主
義
と
い
う
枠
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
し
。ω

但
し
高
景
気
に
は
内
部
金
融
率
引
高
ま
る
と
述
べ
て
い
る
。

Hn

』
]
官
目
mv図
円
一
忠
世
出
裂
。
ョ
。
白
日
V

∞由

l
i由。

ω
一
一
両
木
幸
二
郎
一
u

恐
慌
論
体
系
序
説
』

第
八
十
七
巻

第
五
号

六
五

回
心
九



い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
、
と
金
融
支
配
消
波
論
に
つ
い
て

川

w
林
直
道
『
景
気
循
環
の
研
究
』

ω
前
掲
啓
二
六
二
頁
参
照
。

仙
川
同
同
一
円
高
月
u
p
b
E
同
お
い
宮
、
邑
』
肘
【
凶
同
国
』
即
日
由

青
木
文
庫
版
第
十
一
分
冊
六
八
七
五
。
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判
同
]
戸
点
目
M
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a
s
O
印
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掲
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M
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R
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出
町
∞
N-

資
本
蓄
積
の
現
代
的
特
徴
と
内
部
金
融

第
四
図
に
よ
っ
て
資
本
蓄
積
の
現
代
的
特
徴
を
検
討
す
れ
ば
、
資
金
供

給
は
内
部
金
融
、
外
部
金
融
と
政
府
金
融
か
ら
な
る
。
所
謂
内
部
金
融
の

発
展
は
①
減
価
償
却
が
過
大
に
行
わ
れ
て
い
る
根
拠
と
②
独
占
利
潤
が
増

大
L
、
①
而
も
そ
の
多
く
が
社
内
留
保
さ
れ
る
社
会
経
済
構
造
の
炉
坊
に

よ
う
て
、
そ
の
意
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
次
に
配
当
と
し
て
社
外
に
放

出
さ
れ
た
刑
潤
は
一
部
が
個
人
的
消
費
主
れ
る
以
外
は
、
社
会
の
各
階
級

。
所
得
の
内
、
ま
だ
消
費
さ
れ
な
い
部
分
、
零
細
な
貨
幣
群
、
有
機
的
構

成
の
高
度
化
に
よ
り
生
産
過
程
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
過
剰
失
業
資
本
、
機
能

資
本
家
の
う
ち
隠
退
し
て
金
利
生
活
者
主
な
っ
た
も
の
の
貨
幣
・
信
用
制

度
の
発
展
に
よ
る
純
「
技
術
的
手
段
」
に
よ
る
流
通
必
要
貨
幣
量
の
節
約
、

固
定
資
本
の
償
却
金
、
拡
大
再
生
産
用
の
蓄
積
一
万
本
、
回
転
運
動
の
機
構
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
港
臨
さ
れ
る
資
本
等
主
共
に
蓄
蔵
貨
幣
を
形
成
L
、
信

;
7
1
;
 

用
制
度
に
集
中
さ
れ
、
株
式
一
社
債
・
銀
行
信
川
目
設
備
貸
什
金
融
と
い
う

詩
形
態
に
よ
り
外
部
企
則
さ
れ
る
。
従
っ
て
戦
前
と
戦
後
と
の
差
異
点
は
、

戦
前
は
利
潤
↓
配
当
↓
増
資
社
債
発
行
銀
行
信
用
と
い
う
方
式
で
生
産

過
程
に
投
下
さ
れ
た
の
に
、
戦
後
は
百
楼
社
内
に
留
保
さ
れ
る
比
重
が
大

と
な
っ
た
点
に
あ
る
ロ
第
三
に
政
府
は
国
民
大
阜
市
か
ら
租
税
を
徴
集
L
、国

債
を
発
行
し
、
え
た
資
金
を
以
て
財
政
投
融
資
を
行
っ
て
資
金
供
給
に
参

加
し
、
国
防
注
文
に
よ
っ
て
実
現
や
助
け
、
資
本
蓄
積
過
程
に
大
き
な
役
割
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利潤

1"1 V~l 

+ 

第

v 

個人的消費

貯蓄

投資担行

商業担行

保険会社

年金基金

信託金社

株式発行

社依発行

銀行信 m
〔長期短期〕

設備貸付金融

内外

部部

金/金

融/融

政府金融

匡韮亙

原料労賃

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
論
、
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

第
八
十
七
巻

mV + mZ + mF Cd + v + Cz + w 
四

追加可変

資本

追加流動

不変資本

追加固定

資本

更新

ー一一一一一 労働立法警察・放判所

「 国家注文

噌一一一一一一一く 政府金融

L 消費者信用

生産過程

商品資本

実現ρ過程

貨幣資本

p
l
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い
わ
ゆ
る
内
部
長
融
諭
と
金
剛
支
配
泊
蹴
論
に
つ
い
て

を
果
す
点
で
大
恐
慌
以
前
と
異
る
。
で
は
ま
ず
内
部
金
融
の
各
要
素
に
つ

い
て
詳
論
し
よ
う
。

リ
円
減
価
償
却
費

減
柿
償
却
費
は
第
2
表
に
明
ら
か
な
如
ぐ
、
戦
後
景
気
の
如
何
に
拘
わ

ら
ず
系
統
的
に
増
大
し
、
五
八
年
上
期
に
は
年
率
二
一
O
億
弗
と
な
り
過

去
八
年
会
社
金
顧
の
最
大
頃
日
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
人
T

一
資
金
中
の
北
率

も
五
O
年
の
四
分
の
一
か
ら
五
七
年
の
二
分
の
一
ヘ
と
章
要
性
を
増
人

L

れ

2
)

て
い
る
。
戦
後
固
定
資
本
投
資
増
大
が
こ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
事
は
疑

い
が
な
い
が
、
し
か
し
最
も
重
要
な
要
因
は
瓦
O
年
法
に
よ
る
国
防
能
力

に
つ
い
て
の
五
ヶ
年
特
別
償
却
、
五
四
年
法
に
よ
る
減
耐
償
却
の
「
自
由

化
」
(
加
速
度
償
却
)
、
鉱
業
に
つ
い
て
は
減
耗
控
除
と
い
っ
た
困
家
独
占

資
本
主
義
的
租
税
政
策
で
あ
ろ
う
。
五
ヶ
年
特
別
償
却
、
少
し
は
国
防
上
必
要

と
認
め
ら
れ
士
施
設
の
建
設
設
は
そ
の
耐
用
年
数
の
如
何
を
問
わ
ず
五
ヶ

年
で
全
額
を
償
却
し
う
る
、
従
っ
て
課
税
所
得
を
減
じ
う
る
制
度
で
、
も

し
こ
の
期
間
に
純
利
潤
が
高
〈
法
人
税
半
も
荷
く
、
超
過
利
潤
税
が
か
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
租
税
節
約
の
効
果
は
大
き
い
。
そ
し
て
五
年
後
は
課
税

所
得
は
同
額
だ
付
増
大
す
る
が
、
税
率
が
不
変
と
す
れ
ば
会
社
は
そ
の
期

間
無
利
子
の
政
府
借
款
を
得
た
事
と
な
り
、
非
川
市
事
態
が
終
了
し
て
税
率

が
低
下
す
れ
ば
、
納
税
繰
越
の
他
に
、
税
半
の
差
観
だ
吋
の
純
益
を
得
る

事
と
な
U
W
こ
の
制
度
は
第
一
、
二
次
同
大
戦
期
に
制
定
さ
れ
戦
後
廃
止

さ
れ
た
が
、
朝
鮮
戦
中
期
に
復
活
さ
れ
五
四
年
一
二
月
末
で
二
一
五
億
弗
に

適
川
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
奥
村
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
給
制
の
七
七
特
が
資
産

第
八
十
七
巻

四

第
五
号

/、
ノL

一
億
弗
以
上
の
巨
大
企
業
、
六
%
が
五
千
億
万
一
低
弗
の
大
企
業
、
十

%
が
千

i
五
千
万
の
企
業
に
独
占
さ
れ
て
し
治
一
こ
れ
を
部
門
別
に
み
れ

ば
、
総
投
資
額
の
五
五
・
一
H

怖
を
占
め
る
製
造
業
で
は
第
一
次
金
属
が
二

O
%
、
化
学
十
九
%
、
石
油
七
・
四
%
、
航
空
機
四
・
一
%
、
機
械
三
田
一

%
、
同
じ
く
四
四
・
九
%
を
占
め
る
非
製
造
業
で
は
公
誌
が
一
六
八
%
、

鉄
道
二

7
七
%
、
鉱
業
六
七
特
送
油
管
二
八
%
、
造
船
二
O
財
ず
あ
り

特
別
償
却
は
基
幹
産
業
の
巨
大
企
業
に
の
み
与
え
ら
れ
特
に
航
空
機
・
冶

金
・
化
学
鉄
道
・
鉱
業
は
ぞ
の
固
定
投
資
の
大
部
分
に
つ
い
て
特
別
償

却
権
を
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
特
別
償
却
額
が
伝
統
的
方
法
に
よ
る
額

を
こ
え
る
超
過
分
は
五
六
年
で
約
二
O
億
、
全
減
価
償
却
費
の
八
分
の
一

(

7

)

 

と
推
定
き
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
制
度
は
五
九
年
末
に
は
終
了
す
る
の

で
、
今
後
一
層
影
響
力
を
増
大
す
る
の
は
加
速
度
償
却
法
の
実
施
で
あ
ろ

う
。
ご
れ
は
従
来
の
税
法
で
認
め
ら
れ
て
レ
た
定
額
法
(
直
線
法
)
の
他

に
五
四
年
歳
入
法
に
よ
り
定
半
法
(
逓
減
銭
高
法
)
と
延
年
数
法
(
組
数

逓
減
法
)
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
耐
用
年
数
の
前
半
で
約
三
分
の
一
の
償

却
が
列
館
と
な
る
も
O
で
、
こ
れ
に
よ
る
企
業
の
税
負
組
減
少
は
五
四
年

に
十
億
弗
、
五
六
年
に
三
十
億
弗
と
推
定
さ
れ
て
い

U
f
そ
L
て
と
の
過

大
償
却
に
よ
る
人
為
的
高
価
格
を
実
現
し
う
る
の
は
市
場
支
配
力
の
あ
る

独
占
企
業
(
特
に
軍
需
企
業
)
の
み
で
、
中
小
企
業
に
は
こ
の
租
税
繰
延

を
利
川
し
う
る
可
能
性
は
少
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
方
式
に
上
り
大

き
な
利
益
を
え
る
の
は
高
利
潤
両
成
長
本
で
、
有
機
的
構
成
の
一
円
一
同
い
独

占
的
巨
大
企
業
に
限
ら
れ
る
。
彼
ら
は
永
久
的
な
和
税
猶
余
合
え
た
の
で



あ
る
。二
六
年
に
成
立
し
た
減
耗
控
除
制
度
は
「
円
然
資
源
の
械
前
」
に
よ
っ

て
生
じ
士
資
本
「
損
失
L

を
融
税
所
得
か
ら
控
除
す
る
制
度
で
主
、
と
し
て

鉱
業
に
適
用
さ
れ
る
D

こ
れ
に
よ
れ
ば
課
税
所
得
か
ら
総
売
上
高
の
二
七

-
五
%
(
但

L純
利
話
の
五
O
%
)
以
下
の
控
除
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
イ
万
弗
投
じ
た
油
井
が
十
年
間
毎
年
五
O
万
弗
の
石
油
を
生
産
し
て
枯

渇
し
た
、
と
す
れ
ば
、
普
通
の
減
価
償
却
設
は
毎
年
一
万
弗
で
あ
る
が
、
こ

の
場
合
総
収
入
の
二
七
・
五
%
即
ち
年
二
二
万
七
五

0
0万
弗
、
従
っ
て

十
年
聞
に
二
二
七
E

五
万
弗
が
免
税
さ
れ
る
り
で
あ
る
。

L
か
も
乾
井
の

経
費
が
更
に
梓
除
古
れ
、
国
際
会
社
の
場
合
に
は
外
国
政
府
へ
り
全
利
権

料
・
全
租
税
が
控
除
さ
れ
る
の
で
、
支
払
う
べ
き
純
利
潤
」
が
殆
ん
ど

な
く
な
る
。
か
く
て
ア
ラ
ム
コ
の
場
合
五
六
年
の
公
称
絢
潤
二
八
億
(
実

際
は
六
億
〉
弗
に
対
L
米
国
法
人
所
得
税
は
僅
か
二
八
万
二
三
七
七
弗
で

あ
っ
凶
v

(

法
人
所
得
税
率
は
五
二
%
)
H
五
J

一
年
の
総
評
肱
二
二
八
四

億
弗
の
内
、
石
油
石
炭
製
品
が
十
・
一
億
弗
、
原
油
-
天
然
ガ
ス
が
五

.
一
四
億
弗
と
大
半
を
占
め
て
そ
の
偉
大
な
政
治
力
主
示
し
た
が
、
規
模

別
に
み
る
と
一
億
弗
以
上
白
会
社
が
総
額
の
八
五
-
六
Mm一
五
千
万
1
一

億
弗
級
が
四
・
九
%
、
千

i
五
千
万
紐
七
・
九
勃
を
独
占
し
て
こ
れ
も
亦

巨
大
企
業
の
特
権
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

以
上
減
価
償
却
費
の
膨
脹
の
構
造
を
要
約
す
れ
ば
、
①
特
別
従
却
、
加

速
度
償
却
、
減
耗
控
除
と
何
れ
も
政
府
の
租
税
政
抜
に
依
存
す
る
事
、
②

独
占
企
業
の
み
が
減
価
償
却
の
人
為
的
膨
脹
を
何
格
に
転
嫁
し
う
る
事
、

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
諭
と
金
融
支
配
梢
棋
諭
に
つ
い
て

従
っ
て
中
小
企
業
は
に
市
方
法
会
利
用
で
台
な
い
事
、
⑥
特
に
軍
事
経
済

関
連
部
門
の
独
占
企
業
は
、
こ
の
人
為
的
高
価
格
を
納
税
青
の
犠
牲
に
よ

っ
て
実
現
し
、
特
に
こ
の
利
益
を
う
け
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
u

H
H
利
潤
の
一
社
内
留
保

留
保
利
潤
の
増
大
は
①
利
潤
の
増
大
と
ぬ
一
社
内
情
保
事
(
配
当
性
向
〕

の
動
向
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
奥
村
氏
は
大
企
業
主
全
企
業
の
利
潤
率

格
差
を
統
計
的
に
検
討
し
て
巨
大
企
業
へ
の
独
占
利
潤
の
集
中
を
示
し
、

企
業
利
潤
の
内
部
留
保
率
が
戦
前
に
比
し
て
著
し
く
高
い
主
い
う
事
実
を

指
摘
さ
れ
た
が
、
更
に
独
占
利
潤
哨
大
の
根
拠
(
構
造
)
と
内
部
留
保
率

向
上
(
配
当
性
低
下
)
の
経
済
社
会
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

第4表

最大三百社。全会社売上高利

潤・留保利潤における比重%

年度売一|空軍|聖阻量
1946 I 20.5 I 24.4 I 25.7 I 13.0 

1947 I 21.2 I 29.2 I 3江6I 23.2 

1948 I 22.2 I 34.7 I 33.7 I 31.4 

1949 I 22.7 I 40.1 I 44.2 I 38.4 

1950 I 22.2 I 37.9 I 39.1 I 30.9 

1951 I 22.5 I 40.2 I 42.9 I 35.7 

1952 I 23.1 I 43.3 I 50目5I 4訂7.3

|ド1
1954 I 23.0 I 48.2 I 60.6 I 67.9 

|師 i幻幻.6I 4岨8.8川I5刷M一竺竺:土L 
奥村前掲第11集 p.238. 
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い
わ
ゆ
る
内
市
金
融
論
と
金
融
支
凪
消
滅
論
に
つ
い
て

利
潤
を
規
定
す
る
の
は
労
働
者
数
と
剰
余
側
値
小
平
で
あ
る
が
、
鉱
工
業
・

建
築
運
輸
・
公
益
の
労
働
者
を
、
価
値
を
生
産
す
る
労
働
者
と
す
れ

ば
、
こ
の
数
は
四
四
年
の
二
二
八

O
万
人
か
ら
五
六
年
の
二
四
三

O
万

MU

へ
と
ご
く
僅
か
の
増
大
に
過
ぎ
な
い
が
、
生
産
性
(
製
造
業
〉
は
人
時
当

り
町
産
出
指
数
八
八
・
七
(
一
二
九
年
)
よ
り
一
一
一
一
一
・
四
(
五
一
ニ
何
一
へ

み
四
割
も
増
大
し
、
労
働
強
度
化
と
相
ま
っ
て
剰
余
側
値
半
は
ニ
九
年
の

四
一
回

一一

O
五
か
ら
五
二
年
。
三

O
一J
Vへ
と
五
割
も
増
大
し
て
戦
後
の
利
潤
増
大

が
労
働
者
の
搾
取
の
強
化
に
上
る
事
を
一
目
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も

不
均
等
発
展
の
法
則
が
貫
徹
す
る
。
ま
ず
規
模
別
に
み
れ
ば
奥
村
氏
が
証

明
さ
れ
た
如
く
(
第
4
表
〕
、
四
六
年
に
税
引
後
利
潤
の
二
五
七
%
、
留

保
利
潤
の
十
三
%
党
占
め
た
最
大
=
一
百
社
は
、
五
五
年
に
は
同
じ
く
五
八

四
%
、
五
九
・
一
刊
と
そ
の
比
重
を
圧
倒
的
に
高
め
て
い
る
。
二
三
・
六
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第 6表

部門間利潤串格差

部つ日可1旧
自動車[ 1 17.3 1 31.7 

化字 1 14.4 1 23.7 

精 油川 6.7I 14.8 
人造蹴維， I 8.6 I 17.9 

M. C. ，l(pa四回，

AMepH.t¥組問lIeMOH叩 0'阻

B rrOrORe sa CBepXnpm:.'.&lIJn.UT， 
CTp. 47 

%
の
売
上
高
で
、
税
引
前
利
潤
町
四
八
・
八
%
を

あ
げ
る
事
は
大
企
業
の
利
潤
率
が
非
常
に
高
い
事

を
、
又
税
引
前
よ
り
税
引
後
利
潤
が
高
い
事
は
政

府
の
租
税
政
策
が
特
に
大
企
業
に
奉
仕
す
る
事
を

証
明
す
る
。
次
に
己
れ
を
部
門
別
に
検
討
す
る
と
、

第
5
表
白
如
く
、
四

O
年
を
基
準
と
し
た
五
主
年



1947~100 

L竺可19司1949I 

114;|11F 111.5 
107.9 

第7去 生産性発展の不均等
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91.6 
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115.5 

属 1154.6
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114.4 
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109.6 

117.3 

106.1 

102.2 

12ι6 

130.7 

170.4 

118.8 

146.4 

268.8 

12 

ス 1
119.4
157.5 

142.1 

104.8 

129.4 

148.0 

金

製紙バノレプ

維

鉄

草

織成告ンヨv
鋼

証i

粉

ン

グ

ス容器

物iフルプアツショ γ
縫い目主 L

鉄非

の
全
会
社
利
潤
が
四
五
八
に
対
L
、
平
均
又
は
以
上
の
も
の
は
化
学
、
石
油

右
炭
製
品
、
金
属
、
自
動
車
、
電
気
機
械
等
基
幹
部
門
と
金
融
で
あ
っ
て
、
農

林
漁
業
、
食
品
、
繊
維
等
純
民
間
市
場
向
企
業
の
利
潤
の
成
長
率
は
非
怖
に

低
い
の
で
あ
ぶ
山
そ
し
て
部
門
間
に
は
利
潤
率
格
差
が
恒
久
的
に
存
在
し

て
い
あ
。
こ
の
不
均
等
発
展
は
抽
象
的
に
は
第
一
部
門
の
優
先
的
発
展
法

則
の
発
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
d

を
一
層
激
化
し
た
の
は
独
占
価
絡
政
策
に
よ

る
利
刊
の
再
分
配
左
経
済
軍
事
化
で
あ
ろ
う
。
昂
7
表
が
一
市
す
如
く
生
産

性
は
合
成
繊
維
、
セ
メ
ソ
ト
、
非
鉄
令
属
、
製
紙
パ
ル
プ
等
を
中
心
と
し
て

大
巾
忙
上
昇
し
、
従
っ
て
仙
値
は
低
下
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

干

支

メ

'J、
カフ

撤

い
わ
ゆ
る
内
部
命
融
諭
と
金
融
文
配
消
滅
諭
に
つ
い
て

そz

窯

~ 

113.2 

価
格
は
却
〉
て
上
井
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
価
格
の
不

均
等
発
展
を
第
8
表
か
ら
検
討
す
れ
ば
、
①
農
民
の
受
取
価

格
と
支
払
価
格
之
の
シ
ェ

l
v
は
拡
大
し
、
農
民
訴
収
奪
さ

れ
て
い
る
。
①
消
費
価
格
は
卸
売
価
絡
以
上
に
両
騰
し
消
費

者
が
収
奪
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す
。
③
工
業
製
品
価
格
も
不

均
等
で
、
特
に
独
占
の
強
力
な
金
属
、
機
械
、
ゴ
ム
製
口
問
、

非
金
属
鉱
物
価
格
は
平
均
以
上
に
上
回
升
L
、
皮
革
・
繊
維
・

衣
服
与
の
非
独
占
部
門
、
独
占
的
で
は
あ
る
が
技
術
革
新
の

為
競
争
の
激
し
い
化
学
の
そ
れ
を
大
巾
に
上
廻
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
独
占
部
門
に
よ
る
非
独
占
部
門
の
剰
余
価
値
の
収
奪

を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
内
部
金
融
発
展
の
根
拠
で
あ
る
利

潤
増
大
は
、
生
活
費
高
騰
と
い
う
形
で
消
費
者
の
、
シ
ェ

l

v
拡
大
に
お
い
て
農
民
の
、
原
料
高
製
品
安
と
い
う
形
で
非

独
占
部
門
の
犠
件
に
お
い
て
、
市
場
支
配
刀
の
強
力
な
独
占
部
門
の
巨
大

八
却
)

企
業
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
軍
需
注
寸
人
の
利
潤
に
及
ぼ
す
影
却
す
聞
も
不
均
等
で
第
9
去
の
如
く
、

平
注
は
大
半
が
戸
大
企
業
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
部
門
別
に
み
れ

ば
、
平
事
技
術
の
進
歩
し
ι
政
治
力
の
強
弱
に
」
っ
て
そ
の
構
成
は
変
化
す

る
が
、
現
在
は
航
空
機
・
船
舶
・
と
サ
イ
ル
・
原
子
力
に
集
中
的
に
支
山

さ
れ
工
い
る
。

そ
し
て
大
企
業
の
平
注
依
存
I
V

中
を
第
山
去
か
ら
検
討
す
る
と
、
航
生
機

産
業
で
は
軍
注
の
方
が
売
上
よ
り
も
多
い
の
で
全
部
百
%
を
こ
与
え
て
い
る

117.6 
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124.9 

128.9 

141.4 

142.8 
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い
円
ゆ
る
内
部
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

第
八
十
七
本
】

開l

ノ、

第
九
ロ
ケ

七

他
、
電
機
・
自
動
車
・
機
械
ゴ
ム
一
化
学
の
依
存
率
は
非
常
に
高
い
。

国
民
大
衆
か
ら
被
収
き
れ
る
個
人
所
得
税
・
間
接
税
、
全
企
業
か
ら
徴

収
さ
れ
る
所
得
税
は
こ
う
し
て
少
数
の
巨
大
軍
需
担
占
に
貢
物
と
し
て
捧

げ
ら
れ
そ
の
高
利
潤
を
保
障
す
る
の
で
あ
る
。
第
5
表
で
示
し
た
如
〈
、

第8表価格白河I、均等発思

--11-92日町一市81
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④ West 

曜匝 R

化学工業

⑮ Du Pont de Nemours 

⑧ HeT('.1l 1 p.~ powder 

鉄
"司
業

⑬ u. S. Steel 

第
八
十
七
巻

@ B('~thlehern Stecl 

ゴム工業

⑧ Goodyear THe O之氏ubber

⑮ General Tire & Rubber 

食品工業

⑬ Swift 

航?有機工業

⑤ Boeing Airplane 

C!) Douglas Aircraft 

⑤ United Aircraft 

⑦ Lockheed Aircraft 

喧).Consohdatcd Aircraft 

四

七

機械工業

第
五
号

⑬ Sperry 

⑬ Amencan L山 urIloIlve

@ International Harvcster 

@ll International Busincss Machinc 
七
石油工業

255 @ Standard oil of N， J 

左i輔の数字は，軍需注文額によるIIIH立
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い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
摘
と
企
融
支
配
消
滅
論
に
つ
い
て

こ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
第
一
は
個
人
所
得

r対
す
る
一
両
率
累
進
課
税
で
あ
ゐ
。
特
に
大
株
主
の
場
合
高
田
当
に
よ
っ

て
一
両
率
の
租
税
を
支
払
う
よ
り
も
、
社
内
留
保
し
株
価
を
上
押
さ
せ
て
資

本
利
得
を
え
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
こ
の
場
合
株
式
を
売
却
L
た
差
益
に

刻
す
る
課
税
は
総
額
白
二
六
%
以
下
で
、
叉
株
を
売
ら
な
い
時
に
は
全
然

納
税
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
は
株
式
民
主
化
に
上
り
支
配
株

主
の
持
株
率
が
低
ー
ー
し
た
為
、
支
配
株
主

1
経
営
者
に
と
っ
て
は
配
当
を

利
子
水
準
に
制
限
し
、
多
く
を
社
内
に
留
保
し
て
安
価
な
資
金
を
え
、
支

(

却

一

ハ

M
)

配
利
潤
を
獲
得
す
る
方
が
有
利
だ
か
ら
で
あ
る
ロ
例
え
ば
十
%
の
支
叫
株

主
に
と
っ
て
配
当
す
れ
ば
九
十
%
が
失
わ
れ
る
の
に
対
し
、
内
部
留
保
す

れ
ば
百
%
運
用
し
ろ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
五
口
々
は
配
当
性
向
の
低
下

を
長
期
的
傾
向
と
認
め
る
が
、
こ
の
枠
内
で
最
近
函
当
率
が
ト
昇
し
て
い

る
(
例
え
ば
五
五
年
以
米
四
八
・
八
、
五
一
・
五
、
百
六
一
一
、
六
五
・

六
と
土
井
)
事
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

配
当
金
規
定
す
る
要
凶
に
は
株
式
の
市
場
性
の
増
大
、
旧
株
主
の
利
読

保
護
、
債
権
者
に
対
す
る
信
川
度
の
昂
揚
、
株
主
の
不
満
鎮
静
、
会
副
の

、
Mm)

支
配
権
の
確
保
、
支
配
者
に
よ
る
投
機
的
利
川
や
が
あ
る
が
、
繁
栄
加
に

は
外
部
資
金
依
存
の
必
要
が
増
大
す
る
の
で
配
当
を
増
大
し
て
暗
資
払
込

み
り
え
さ
と
し
、
社
債
発
行
を
容
易
に
す
る
他
、
株
式
機
作
に
よ
る
資
本

利
得
獲
得
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
配
当
政
敏
は
企
業
支

配
者
の
最
大
限
支
配
利
潤
獲
得
の
必
要
に
従
属
す
る
。
従
っ
て
社
内
情
保

半
の
長
期
的
ー
に
昇
傾
向
は
以
L
L
の
誌
な
社
会
経
済
的
杭
造
変
化
、
削
闘
の

第
八
十
七
巻

四

ノI

部
瓦
号

七
p'l 

支
配
構
造
の
変
化
に
よ
る
の
で
あ
る
。

ω
E
-
E
m
d
-
E
m
-
Hり
H
E
R
E
m
p
u
E
E
m
E
F
n
Z印
H
E
M
P
E

HWMnHVmEE。
p
h
h
凶一

C
2
H回
日
戸
市
弓
尚
奥
村
正
は
内
部

金
融
明
大
傾
向
を
主
と
し
て
印
保
利
刊
の
比
重
り
増
大
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
山
叫
村
前
掲
節
十
一
生
二
三
三
頁
。

ω

/
〈

〉

4mwEmp口
己
目
日
出

C
Z〕
J

足。
s
t
c
N
H
N
S
A言。
3
号、

-vHV
笠
間
陸
井
訳
一
二
二

1
三
頁
。

川
w
h
r〈凶
E
E
E
M《

-ozvご
も
三
一
市
町
邦
訳
一
二
六
頁
。

ω
奥
村
前
崎
節
十
一
柴
崎
市
五
志
、
コ
一
人
頁
L

N
h〆
FEω
ロロ巳

pg)
生
三
市
∞
坦
邦
訳
一
二
九
百
。

川
奥
村
茂
次
F

山
姐
品
五
一
頁
e

州仰円出戸
I
H
F口'。岳ヴ-口トロzm?司同匂F刊目H

~M凶(円川一匂}印の日古》仲-由印寸戸}目司
ν

一戸口一
N山

川
W

H

E
札

ω
z
p
r
7
4
ミ
沼
市
ち

M
W

己
印
o-cE吉
岡
山
ヴ
己

E
ロ
丹
、
官
官
E
N
h
c
s
E弓
宣
言
言
札

hnqま
な
お
民
主
}
Z
E
H
O
D己
目

50mw戸

O同
開
門
。
。
日
HO
同
2
2
H
n
p

(
以
措

Z

回

何

回

)

M
K
M
Q
E
M
m
E丘

P
3
-
4
F
N町
一
市
寸
白
川
訳
一
一
一

1
三
頁
。

州
航
「
ア
メ
リ
カ

jh
仙
時
諜
の
売
住
と
国
家
の
世
割
」
勺
経
済
論
叢
』

第
八
二
巻
第
六
回
勺
参
問
。

川
明
己
主
長
2
4
H
3
2
~若
」
号
、
也
九
む
】

1

N
】
ロ
ヴ
-o
臼
】
]
当
主

問
。
)
叶

ω
σ
p
h肝
⑤
一
目
。
∞

川叫
h

こ
の
問
題
り
本
終
的
検
討
は
独
占
価
格
請
の
内
容
を
な
す
の
で
別

の
除
去
に
訪
ら
ね
以
な
ら

t
ぃ
一
批
近
の
研
究
と
し
て
は
判
間
山
明
心
部



「
現
代
独
占
価
格
の
形
成
過
担
と
減
価
償
却
」

第
3
集
所
収
参
照
。

制
奥
村
氏
は
大
企
業
一
般
と
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
奥
村
前
掲
第
十
一
京
二
四
一
一

1
六
頁
。

何
前
掲
吉
二
三
八

1
四
一
頁
。

4
川
氏
も
事
実
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

生
一
川
栄
治
、
前
抱
ヨ
即
座
』
第
三
巻
一
一

O
E。

M
W

ヴ
ァ
ル
ガ
「
戦
後
恒
国
主
説
の
政
治
と
経
街
」
全
訂
版
、
邦
郡
上

巻
二
七
頁
。

ω
~町村主同一
E
S
N
A
宮
内
足
早
々
『
忌
n
q
h叩
戸

田

パ

〉

司

日

凶

日

同

日

つ

u
旬
。
問
。
ロ
一
ヨ
}
。
出
。
唱
》
問
自
国
]
U
E
U
P
E
a
g
即
日
E
R。2
E
回

白日
P
〔国
o
c
S
H
E
E
P
-民
自
国
J
Z叩
同
o
F
H
C目
的
白
匂
お

ω
二
百
大
会
社
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。

M
E宮
町
民
主

λ
宮
町
司
王
問
。
¥
N
r
q
u一
一
呂
町
F
t暗
色
AH1l⑦

ω
ツ
ィ
luγ

ヤ
ン
ク
は
回
独
に
つ
い
て
こ
の
見
地
か
ら
研
究
し
亡
い

る
。
己
同
5
1
N
E
ω
n
H
M
P口問、

C
三
羽
札
い
も
さ
宮
町
、
ま
吾
、

H
E
z
a
5
5

H
E令
官
E
E
h
N
E
司
E
詑
室
内
hhhNQ皇
、
呂
町
田
、

5
H
H∞l
N寸

帥
州
稿
「
全
同
軍
縮
と
米
国
経
済
」
「
学
園
新
聞
』
昭
和
三
四
年
十

一
月
二
日
o

M

W

r

」
の
点
の
訴
明
は
捌
稿
「
ヴ
ィ
ク
タ

l
・ハ

l
p
「υ
車
両
の
金
融

有
国
L

」
『
経
済
論
叢
」
節
八
一
巻
知
一
月
七
八

1
九
日
。

悦

こ

O
概
念
規
定
は
出
栴
「
財
閥
」
「
工
業
大
事
典
」
第
七
巻
五
四

-i頁参
照
。

川

州

立

叶

V
O
自
主

n

n
《》己
H
E
P
-
E
A
ヨ
言
明
言
お
切
5
2
2
h

'
J
E
E
h
E
き
3
2へ
M
Z
Z苦

S
F
巴
苫
l
h
b
h
u
-
内
宮
市
∞

同
判
同
川
同
旬
、
『

E
5
2
円
以
日
仏

『
H
本
経
街
分
析
』

い
わ
ゆ
る
内
部
金
融
前
ζ

令
融
」
女
刊
消
滅
前
に
つ
い
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一
一
車
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
事
は
川
小
況
期

に
は
副
都
金
融
率
が
川
〈
、
繁
栄
刻
に
は
外
部
資
金
依
存
が
増
大
す
る
と

い
う
運
動
は
、
資
金
需
要
〔
更
新
+
羽
実
的
指
積
)
が
蓄
積
の
為
の
蓄
積
、

利
潤
追
求
衝
動
、
一
般
的
獄
中
戦
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
に
刈
し
、
内
部

資
金
供
給
は
生
注
目
結
果
乃
実
現
に
却
」
疋
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
の
運
動
形

態
で
あ
る
。
凶
こ
の
法
則
は
凶
山
本
独
占
資
本
ト
七
義
の
枠
内
で
も
作
川
し
て

い
る
。

ω従
っ
て
内
部
令
制
汁
現
怠
」
そ
れ
巨
体
は
戦
後
の
み
の
現
象
で

は
な
く
、
資
本
制
生
間
一
般
に
共
通
の
現
象
で
あ
る
が
、
但
し
こ
の
現
象

を
志
起
し
た
械
迭
は
民
な
る
。
判
一
九
一
一
一
九
1
四
五
年
に
は
莫
大
な
戦
時

利
潤
が
帯
む
さ
れ
る
他
方
に
お
い
て
設
備
扶
資
の
大
半
は
政
府
資
金
で
行

わ
れ
、
民
間
投
資
が
制
限
さ
れ
た
為
、
四
九
、
五
四
、
冗
八
各
恐
慌
で
は

設
備
投
資
減
少
に
よ
る
資
企
潟
県
減
ゲ
の
為
、
内
部
金
融
卓
は
高
く
、
四

六

l
人
年
の
戦
後
ブ
ム
、
五
一

1
ニ
ヰ
の
朝
鮮
プ
1
ム
、
五
六
七
繁

栄
期
に
は
設
備
投
資
激
哨
に
よ
り
外
出
資
金
依
存
が
地
大
し
て
い
る
。

ω戦
後
内
部
金
融
乱
象
は
特
別
償
却
・
加
速
度
償
却
・
減
耗
陪
除
等
同

誕
独
占
資
本
主
義
的
租
杭
政
緒
及
び
軍
需
汁
氏
支
似
つ
り
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て

い
る
。
川
内
部
資
金
の
噌
ト
人
は
市
場
支
配
力
の
強
刈
な
部
門
、
軍
需
部
門

の
行
大
企
業
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
の
他
側
市
仏
労
働
計
附
級
の
搾
取
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い
わ
ゆ
る
内
祁
金
融
論
と
金
融
支
配
消
滅
諭
に
つ
い
て

の
強
化
、
良
民
に
対
す
る
収
内
部
、
消
費
者
に
対
ず
る
イ
ン
フ
レ
攻
曜
、
原
料

向
製
品
安
に
よ
る
非
独
市
民
需
企
業
か
ら
の
収
ヰ
(
結
果
と
し
て
こ
れ

ら
企
業
で
の
資
本
不
足
)
で
あ
る
。
同
商
事
累
進
融
税
と
株
式
大
衆
化
に

よ
る
支
出
株
宅
の
持
株
率
の
低
下
(
と
れ
は
戦
後
金
融
支
配
構
造
の
重
要

な
変
化
の
一
つ
で
あ
る
)
に
よ
り
、
支
配
株
主
H
H
経
信
者
に
と
っ
て
は
高

配
当
を
支
払
っ
て
高
累
進
税
を
取
ら
れ
る
よ
り
は
寧
ろ
社
内
留
保
し
て
株

価
上
井
吉
組
い
(
小
株
主
は
一
目
配
当
を
要
求
)
、
利
潤
配
当
(
個
人
的

消
費
)
貯
蓄
金
融
機
関

l
(株
式
社
債
発
行
銀
行
貸
付
)
会
社

と
い
う
迂
回
を
す
る
よ
り
は
、
内
川
J

ろ
直
接
社
内
に
留
保
し
て
(
最
も
安
価

な
資
金
で
あ
る
)
、
最
大
限
の
支
配
利
潤
を
追
求
す
る
方
が
古
利
と
な
っ

た
事
。
が
一
証
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
本
稿
で
は
暗
示
さ
れ
次
補
に
お
い
て
一
社

明
さ
れ
る
べ
く
残
さ
れ
た
命
題
に
は

ω財
閥
は
持
株
人
的
結

A
V
融
資

に
よ
り
巨
大
企
業
を
支
配
し
て
レ
る
。

ω財
閥
は
政
治
権
力
の
独
占
に
よ

り
直
系
企
業
に
は
政
府
注
文
・
政
府
金
融
に
よ
り
内
部
資
金
を
最
古
に
し
、

そ
れ
に
よ
る
融
資
余
力
を
他
系
企
業
・
非
独
市
企
業
の
従
属
化
に
利
用
し

て
い
る
。
例
技
術
北
新
と
競
争
激
化
に
よ
り
出
系
企
業
が
資
金
を
求
め
た

時
は
優
先
的

r安
価
な
資
金
古
ケ
え
(
金
融
緊
張
期
)
、
中
小
企
業
に
刈
し

て
は
信
用
を
制
限
す
る
。

判
統
計
上
列
部
金
融
と
し
て
報
告
さ
れ
な
い
が
、
実
質
的
に
は
外
部
金

引

1
ヌ
フ
ア
イ
ナ
ゾ
ン
ゾ
〆

融
で
あ
る
設
備
貸
付
金
融
方
式
が
発
展
し
て
い
る
。
伺
耐
久
消
資
財
独
占

は
そ
の
実
現
を
消
費
者
信
用
に
依
存
1
て
い
る
が
、

G
M
の
如
き
財
閥
系

独
占
企
業
に
は
同
系
銀
行
独
占
か
ら
書
官
な
販
売
金
融
が
与
え
ら
れ
る
が
、
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グ
ラ
イ
ス
ラ
!
の
如
き
独
占
企
業
で
も
財
閥
系
で
な
い
が
故
に
こ
れ
を
制

限
さ
れ
た
為
危
機
に
陥
り
、
ぞ
ル
カ
ン
系
ザ
ノ
ル
l
デ
ン
シ
ャ
ル
生
保
に
援

別
企
求
め
る
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
金
融
機
関
は
矢
張
り
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
る
。

ω金
融
支
配
構
造
に
お
い
て
投
資
銀
桁
の
相
対
的
地
位
は

低
下
し
、
草
川
金
融
機
関
、
生
保
、
信
託
等
が
と
井
し
た
事
等
が
あ
る
。

乙
れ
ら
の
一
証
明
は
次
の
働
会
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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